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令
和
２
年
４
月
５
日
（
日
）
及
び
６
日
（
月
）
、

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
、

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
、

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

山
田
１
佐
）
及

び
第
３
特
科
隊
（
隊
長

髙
倉
１
佐
）
の
４
コ

部
隊
は
、
令
和
２
年
度
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式

を
挙
行
し
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１２９号 ２０２０年（令和２年） ４月

自
衛
官
候
補
生
は
、
着
隊
か
ら
約
１
週
間

で
早
く
も
成
長
し
た
凛
々
し
い
姿
を
披
露
す

る
と
と
も
に
、
力
強
く
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

今
後
、
候
補
生
達
は
、
約
３
カ
月
に
亘
る

教
育
に
よ
り
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
礎

的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
べ
く
、

各
種
教
育
・
訓
練
に
臨
む
。

桜の下で執り行われた入隊式ー執行官に敬礼（第３特科隊）

入隊式会場への入場（第７普通科連隊）

服務の宣誓（第３６普通科連隊）

区隊旗授与（第７普通科連隊）

防衛大臣からのビデオレターを視聴する自衛官候補生（第３７普通科連隊）

服務の宣誓（第３特科隊）



令
和
元
年
度
に
師
団
の
各
部
隊
が
実
施
し
た
各
種
検
定
等
に
お
い
て
、
見
事
第
１
位
の
成
績
を
収
め
た
師
団
ベ
ス
ト
戦

士
達
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
第
３
師
団
司
令
部
付
隊

政
木
２
曹
は
、
体
力
検
定
（
陸
曹
の
部
）
で
２
年
連
続
受
賞
で
す
。

２ ３ 師 団 だ よ り 第１２９号 ２０２０年（令和２年） ４月

第３７普通科連隊
第５中隊

３等陸曹 松田 拓摩

体力検定（女性）
（陸曹の部）

３００点／３００点

第３７普通科連隊
第５中隊

３等陸曹 松田 拓摩

体力検定（男性）
（陸士の部）

２９８点／３００点

第３７普通科連隊
本部管理中隊

陸士長 内田 甚

体力検定（女性）
（陸士の部）

２９５点／３００点

第３７普通科連隊
第５中隊

３等陸曹 松田 拓摩

体力検定（男性）
（陸曹の部）

３００点／３００点

第３師団司令部付隊

２等陸曹 政木 大輔

第３６普通科連隊
本部管理中隊

３等陸曹 植野 さくら

第３６普通科連隊
重迫撃砲中隊

１等陸士 山口 恵

ＴＯＥＩＣ

９１５点／９９０点

第３６普通科連隊
第３中隊

３等陸曹 西 善輝

小火器射撃（８９式小銃）
（陸曹の部）
４９点／５０点

第３７普通科連隊
第２中隊

１等陸曹 森口 貴博

小火器射撃（８９式小銃）
（陸士の部）
４８点／５０点

第３後方支援連隊
第１整備大隊
本部付隊

１等陸士 亀甲 輝明

小火器射撃（９㎜拳銃）

１２８点／１４０点

第３６普通科連隊
第４中隊

２等陸曹 井上 大地

師
団
は
、
令
和
２
年
４
月
２
日
（
火
）
、
千
僧
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
（
松

永
准
尉
）
を
訓
練
担
任
官
と
し
て
、
師
団
最
先
任
上
級

曹
長
等
会
同
を
実
施
し
た
。

本
会
同
は
、
第
３
師
団
の
隷
下
各
部
隊
最
先
任
上
級

曹
長
等
22
名
を
参
集
し
、
部
隊
の
実
情
等
の
情
報
共
有
、

意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
若
年
隊
員
の
価
値
観
や
考

え
方
等
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
そ
の
た
め
の
手

段
等
に
対
す
る
様
々
な
討
議
が
行
わ
れ
、
じ
後
の
隊
務

の
資
を
得
て
、
所
望
の
目
的
を
達
成
し
た
。

師団最先任上級曹長等会同集合写真



３ ３ 師 団 だ よ り 第１２９号 ２０２０年（令和２年） ４月

師
団
は
、
令
和
２
年

４
月
13
日
（
月
）
か
ら

20
日
（
月
）
の
間
、
あ

い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀

県
）
及
び
青
野
ヶ
原
演

習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
方
面

及
び
師
団
統
制
演
習
場

春
季
整
備
を
実
施
し
た
。

師
団
隷
下
各
部
隊
は
、

日
頃
の
各
訓
練
で
使
用

し
て
い
る
演
習
場
に
お

い
て
、
道
路
・
側
溝
の

補
修
整
備
、
射
撃
場
の

整
備
等
を
行
い
、
訓
練

基
盤
の
維
持
・
拡
充
を

図
っ
た
。

編成完結式 副師団長に対する敬礼（あいば野演習場）

幹線道沿いの整備（あいば野演習場）安全教育（青野ヶ原演習場）

第
３
施
設
大
隊
（
大
隊

長

工
藤
２
佐
）
は
、
令

和
２
年
３
月
29
日
（
水
）

か
ら
４
月
３
日
（
金
）
ま

で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習

場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
第
１
次
大
隊

野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
作
戦
地
域

へ
の
前
進
、
集
結
地
の
占

領
及
び
防
御
準
備
支
援
を

一
連
の
状
況
下
で
演
練
し
、

防
御
支
援
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
。

各
隊
員
は
、
防
御
準
備

支
援
に
お
け
る
連
携
及
び

警
戒
要
領
等
を
練
成
し
て
所

望
の
成
果
を
収
め
、
６
日
間

に
わ
た
る
訓
練
を
終
了
し
た
。

防御陣地（指揮所）構築

第
37
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

山
田
１
佐
）
は
、
令

和
２
年
４
月
６
日
（
月
）
か

ら
４
月
８
日
（
水
）
ま
で
の

間
、
信
太
山
演
習
場
（
大
阪

府
）
に
お
い
て
、
令
和
２
年

度
掩
体
構
築
競
技
会
を
実
施

し
た
。

本
競
技
会
は
、
各
部
隊
の

掩
体
構
築
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
各
分
隊
長
職

を
執
る
隊
員
の
作
業
指
揮
能

力
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

各
隊
員
は
、
競
技
会
終
了

後
、
構
築
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

掩
体
を
研
修
・
意
見
交
換
し
、

認
識
の
統
一
を
図
っ
た
。

競
技
結
果
は
、
僅
差
を
制

し
た
第
３
中
隊
が
優
勝
の
栄

冠
を
手
に
し
た
。

個人用掩体の掩蓋化 １２０㎜迫撃砲掩体

第
７
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

小
野
田
１

佐
）
は
、
令
和
２
年
４

月
３
日
（
金
）
か
ら
４

月
９
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
あ
い
ば
野
演
習
場

（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
、

第
１
次
射
撃
野
営
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
野
営
で
は
、
各
種

射
撃
能
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
、
81

㎜
迫
撃
砲
、
５
．
５
６

㎜
機
関
銃
及
び
対
人
狙

撃
銃
に
よ
る
射
撃
を
行

い
、
所
望
の
成
果
を
収

め
７
日
間
に
わ
た
る
訓

練
を
終
了
し
た
。

１２０㎜迫撃砲

射撃場の整備（あいば野演習場）

小型ドーザで土のう運搬（あいば野演習場）

側溝の整備（青野ヶ原演習場）

道路の測量（青野ヶ原演習場）

８１㎜迫撃砲（半装填）対人狙撃銃（射撃）

５．５６㎜機関銃（射撃）１２０㎜迫撃砲（陣地進入）

個人用掩体の構築



４ ３ 師 団 だ よ り 第１２９号 ２０２０年（令和２年） ４月

第３師団司令部付隊隊本部

２等陸曹 舛田 孝江

今
回
は
、
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
に
所
属

す
る
舛
田

孝
江
（
ま
す
だ

よ
し
え
）
２

曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

舛
田
２
曹
は
、
そ
う
め
ん
の
揖
保
乃
糸
で

有
名
な
播
磨
の
小
京
都
、
兵
庫
県
た
つ
の
市

出
身
で
、
平
成
27
年
３
月
転
入
以
来
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
、
ト
ー
ク
術
で
場
の
雰
囲
気

を
一
気
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

ま
た
、
司
令
部
付
隊
の
健
康
係
と
し
て
、

隊
員
一
人
一
人
に
細
や
か
に
行
き
届
い
た
健

康
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
児
の
母

と
し
て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
奮
闘
す
る

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
い

入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
部
隊
で
、
魅
力
は
第
３

師
団
司
令
部
を
支
え
る
部
隊
と
し
て
、
隊
員
一

人
一
人
の
意
識
が
高
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

全
て
が
良
い
経
験
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
語
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

誰
か
と
言
う
よ
り
、
出
会
っ
た
人
全
て

尊
敬
し
勉
強
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

「
旦
那
様
を
一
生
笑
わ
せ
る
。
」
こ
と

で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

好
き
で
す
。
第
３
師
団
、
関
西

第３後方支援連隊本部付隊

３等陸曹 長谷川 光

第３特科隊第２中隊

３等陸曹 高橋 央

今
回
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
本
部
付
隊

に
勤
務
す
る
長
谷
川

光
（
は
せ
が
わ

ひ

か
る
）
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

長
谷
川
３
曹
は
、
令
和
元
年
７
月
に
３
等

陸
曹
に
昇
任
し
、
本
部
付
隊
通
信
小
隊
に
お

い
て
、
無
線
通
信
陸
曹
と
し
て
勤
務
を
し
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
通
信
特
技
変
換
教
育
の
助
教
と

し
て
、
通
信
特
技
の
普
及
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
各
種
演
習
及
び
災
害
派
遣
に
伴
う
先

行
的
な
器
材
の
準
備
や
物
品
愛
護
の
機
会
教

育
等
を
実
施
し
、
中
隊
の
隊
務
運
営
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
信
業
務
の
他
、
射
撃
訓
練
で
は
、

個
人
携
帯
対
戦
車
弾
や
重
機
関
銃
の
射
撃
を

担
任
し
、
後
輩
隊
員
等
に
射
撃
要
領
を
普
及

す
る
教
育
熱
心
な
隊
員
で
も
あ
り
ま
す
。

第７普通科連隊第１中隊

３等陸尉 関田 有佑

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
に
所
属

す
る
関
田

有
佑
（
せ
き
だ

ゆ
う
す
け
）
３
尉

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
時
期
は
。

Ａ

平
成
29
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
17
Ｂ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

祖
父
・
伯
父
が
自
衛
官
で
あ
り
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
多
く
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
自

然
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

訓
練
面
で
は
、
高
良
山
登
山
走
、
藤
山
武
装

走
及
び
総
合
訓
練
等
の
苦
し
く
困
難
な
訓
練
を

同
期
と
一
緒
に
乗
り
越
え
た
時
の
達
成
感
、
教

育
面
で
は
朝
鮮
戦
争
研
修
、
沖
縄
戦
研
修
等
、

現
地
に
お
け
る
研
修
を
通
じ
戦
術
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

隊
員
と
共
に
汗
を
流
し
、
苦
楽
を
共
に
し
、

任
務
を
達
成
し
た
と
き
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
苦
労
し
た
こ
と
、
良
か
っ
た

こ
と
は
。

Ａ

学
生
の
時
と
全
く
異
な
る
部
隊
生
活
に
戸
惑

い
、
経
験
、
知
識
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
小

隊
長
と
し
て
部
隊
を
指
揮
す
る
こ
と
に
苦
労
し

ま
し
た
。
良
か
っ
た
こ
と
は
、
積
極
的
に
意
見

具
申
し
て
く
れ
る
陸
曹
が
い
た
こ
と
で
す
。
幹

部
か
ら
の
指
導
だ
け
で
な
く
陸
曹
か
ら
も
率
直

に
意
見
を
出
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
幹
部
自

衛
官
と
し
て
成
長
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

ど
ん
な
困
難
で
も
、
み
ん
な
で
助
け
合
え
ば

乗
り
越
え
て
い
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
第
３
特
科
隊
第
２
中
隊
で
照
準
手
及
び

車
両
整
備
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
高
橋

央
（
た

か
は
し

あ
き
ら
）
３
曹
で
す
。

私
の
趣
味
は
「
ア
ニ
メ
」
で
す
。
ア
ニ
メ
が
趣

味
と
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
私
が
中
学
生
の

頃
、
何
気
な
く
観
賞
し
た
ア
ニ
メ
の
映
像
・
世
界

観
と
い
っ
た
も
の
が
、
当
時
の
私
の
想
像
力
を
遥

か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
り
、
衝
撃
を
受
け
る
と
同
時

に
す
っ
か
り
と
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
、
以
来
、
ア

ニ
メ
の
虜
と
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
作
品
に
出
合

っ
て
き
ま
し
た
。

同
僚
等
か
ら
は
、
「
オ
タ
ク
」
で
あ
っ
た
り

「
ア
ニ
メ
っ
て
面
白
い
の
？
」
な
ど
、
や
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
自
分
を
貫
き
、
今
回
は
、
ア
ニ

メ
の
魅
力
に
つ
い
て
、
少
し
で
す
が
紹
介
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
「
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達

に
出
会
え
る
事
」
で
す
。
現
実
に
は
い
な
い
様
々

な
個
性
を
持
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
躍
動
し
ま
す
。
ま
た
、
俳
優
の
表

現
力
に
頼
ら
ず
、
作
者
の
想
い
が
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

２
点
目
は
、
「
サ
ウ
ン
ド
が
素
晴
ら
し
い
事
」

で
す
。
ア
ニ
メ
の
顔
と
も
言
え
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

曲
や
、
シ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
映
像
と

リ
ン
ク
し
、
視
聴
者
を
一
層
深
く
そ
の
世
界
へ
引

き
込
み
ま
す
。

ア
ニ
メ
の
魅
力
を
全
て
語
り
尽
く
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
ア
ニ
メ
は
、
世
界
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
、
「
ア

ニ
メ
は
日
本
が
誇
る
最
高
の
文
化
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
世
界
に
誇
る
日
本
の
ア
ニ
メ
を
堪
能

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
よ
う

に
、
長
谷
川
３

曹
は
、
第
３
後

方
支
援
連
隊
本

部
付
隊
を
支
え

る
「
通
信
の

要
」
と
な
る
部

隊
の
宝
で
す
。

今
後
も
部
隊

の
若
手
陸
曹
代

表
と
し
て
、
各

種
訓
練
に
ま
い

進
す
る
と
と
も

に
、
後
輩
の
育

成
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

通信特技変換教育



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

２

２ 張り子の虎

１

５ ３ 師 団 だ よ り 第１２９号 ２０２０年（令和２年） ４月

今
回
は
、
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
に
あ
る
「
少
彦
名
神
社
」
を

紹
介
し
ま
す
。

「
少
彦
名
神
社
」
は
、
「
薬
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
る
道
修
町
の
ビ

ル
の
谷
間
に
鎮
座
し
、
日
本
の
薬
祖
神
で
あ
る
少
彦
名
命
（
す
く
な
ひ

こ
な
の
み
こ
と
）
と
、
中
国
で
医
薬
の
神
・
神
農
氏
（
し
ん
の
う
し
）

を
ご
祭
神
と
し
て
お
り
、
健
康
の
神
・
医
薬
の
神
と
し
て
有
名
で
す
。

ま
た
、
少
彦
名
神
社
に
あ
る
病
除
け
お
守
り
「
張
子
の
虎
」
は
、
大
阪

で
疫
病
（
コ
レ
ラ
）
が
流
行
し
た
時
、
疫
病
除
薬
と
し
て
「
虎
頭
殺
鬼

雄
黄
圓
（
こ
と
う
さ
っ
き
お
う
え
ん
）
」
と
い
う
丸
薬
を
つ
く
り
、
病

除
祈
願
し
無
償
で
お
守
り
の
「
張
子
の
虎
」
と
と
も
に
配
っ
た
と
こ
ろ

病
気
が
平
癒
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
お
参
り
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
少
し
で
も
早
く
日
常
の
生
活

に
回
復
す
る
よ
う
病
除
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

３

○住 所 大阪府大阪市中央区道修町2-1-8

○電 話 06-6231-6958

〇アクセス

地下鉄堺筋線・京阪電車 北浜駅６番出口から徒歩１分

地下鉄御堂筋線・京阪電車 淀屋橋駅１１番出口から徒歩６分

３ 健康守（現在、在庫切れ）

１ 少彦名神社（本殿）

マメ

す

く

な

ひ

こ

な

第３師団並びに千僧駐屯地に対して、平素から温かいご支援、ご協力、ご声援をいただ
き感謝申し上げます。
新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される最近の状況に鑑み、５月１６日（土）・

１７日（日）に実施する予定でありました師団創立５９周年・千僧駐屯地創設６９周年記
念行事については、中止させていただきます。
本行事を毎年楽しみにしておられる方々が、大勢いらっしゃることと存じ上げますが、

皆様の健康と安全を守ることを最優先に考えた結果でございますので、ご理解のほどよろ
しくお願いいたします。
今後も、これまで同様、第３師団並びに千僧駐屯地をよろしくお願い申し上げます。

第３師団創立５９周年・千僧駐屯地創設６９周年記念行事中止に係るお知らせ

新
年
度
が
始
ま
っ
て
約
１
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
職
場
の
環

境
も
新
た
に
、
日
々
の
訓
練
等
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
４
月
上
旬
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
政
府
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

等
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
も
大
き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
若
草
が
萌
え
、
活
気
に
満
ち
る
季
節
の
到
来

と
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
空
を
少
し
寂
し
気
に
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
を
見
て
い
る
と
、
ふ
と
、
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照

的
な
「
５
月
病
」
と
い
う
言
葉
が
頭
を
掠
め
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

こ
の
「
５
月
病
」
は
、
医
学
的
な
病
名
で
は
な
い
よ
う
で
、
こ

の
時
期
に
み
ら
れ
る
無
気
力
・
無
関
心
等
に
陥
る
症
状
を
指
す
も

の
だ
そ
う
で
す
。

直
接
的
な
原
因
は
「
ス
ト
レ
ス
」
で
あ
り
、
４
月
か
ら
の
生
活

環
境
の
変
化
に
伴
う
持
続
的
な
緊
張
が
大
型
連
休
に
よ
り
弛
緩
し
、

そ
れ
ま
で
に
溜
め
込
ん
だ
疲
労
が
反
動
に
よ
っ
て
一
気
に
噴
出
し

て
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
諸
外
国
で

は
聞
く
こ
と
の
な
い
名
称
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
暦

に
よ
っ
て
日
本
と
は
異
な
る
時
期
に
同
じ
様
な
症
状
が
み
ら
れ
た

り
、
良
く
耳
に
す
る
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ
」
と
呼
ば
れ

る
症
状
も
同
じ
原
理
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

５
月
病
は
、
新
入
社
員
な
ど
に
よ
く
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
年
度
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
非
常
に
多
く
の
方
が
生
活
環
境
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

有
効
な
対
策
は
、
適
切
な
運
動
・
睡
眠
・
食
事
等
に
よ
り
「
規

則
正
し
く
」
生
活
を
送
る
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
過
ぎ
て
拍
子
抜
け
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
外
出

自
粛
、
マ
ス
ク
等
の
必
需
品
の
不
足
等
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
コ

ロ
ナ
疲
れ
」
も
然
り
、
振
り
返
れ
ば
、
以
前
は
当
た
り
前
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
今
は
当
た
り
前
に
で
き
て
い
な
い
と
い
う
方
も
多
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
本
稿
が
気
付
き
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

「

規

則

正

し

く

」


